
事業番号 244
　　　　　　　　　　　　　平成２４年行政事業レビューシート　　　　(外務省)

事業名 中東和平に向けた働きかけ 担当部局庁 中東アフリカ局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

別紙参照 担当課室 中東第一課 課長　長岡　寛介

会計区分 一般会計 施策名 Ⅰ-5　中東地域外交

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
別紙参照

関係する計画、
通知等

別紙参照

事業の目的
（目指す姿を
簡潔に。3行程

度以内）

イスラエル・パレスチナ間の直接交渉の進展に向けた政治的な働きかけや将来のパレスチナ国家樹立に向け，機能する統治機構・制度づくり
及びパレスチナ経済の自立化の促進，両当事者を中心とした信頼醸成等を通じて，イスラエルと将来のパレスチナ国家が平和的に共存・共栄
に向けた二国家解決の実現を目指す。

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

①イスラエル・パレスチナ間の直接交渉再開に向けて，中東和平担当特使等の出張等を通じて，両当事者に対する働きかけやその他の主要
関係国要人との意見交換を行う。
②パレスチナ経済の自立を促し、地域協力のモデルともなり得る「平和と繁栄の回廊」構想の推進のため、関係国と様々なレベルで協議を行
う。
③自立的なパレスチナ経済の構築のため，パレスチナの民間部門の育成等を目標とした支援を行う。
④イスラエル・パレスチナ両当事者を中心として、関係者間の信頼醸成に資する会議を開催する。
⑤中東淡水化研究センター（１９９６年、中東和平多国間協議水資源ＷＧ会合の中で設立）執行理事会に出席する。
⑥将来を担う関係国の若者を招聘し，交流の機会を与えることで当事者間の信頼醸成をはかるべく中東和平青少年招聘を実施する。
⑦対パレスチナ支援に関し，我が国として適切な支援を行い、その貢献を対外的に示すために、主要ドナーが頻繁に開催する国際会議等に出
席し、多数の関係者と緊密な意見交換や政策調整を行う。また東アジア関心国との対パレスチナ支援協力を行うため，意見交換や調整を行
う。

実施方法 ■直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 48 41 49 46 37

補正予算 － － － －

繰越し等 － － － －

計 48 41 49 46 37
（単位:百万円） 況

計 48 41 49 46 37

執行額 31 24 43

執行率（％） 65 59 90

成果指標 単位 21年度 22年度

％ 100 100

23年度
目標値

（　24年度）

中東和平の実現に向け、紛争当事者の和平努
力を促進するため、紛争当事者及び関係諸国へ
の政治的働きかけ。
各会談及び協議数

成果実績 回 58 70 47 50

達成度

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 21年度 22年度 23年度 24年度活動見込

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

活動実績

（当初見込
み）

回
2 4 4

67

―

3

単位当たり
コスト

１，１４１　（千円／１回） 算出根拠 平成２３年度実績額／特使出張回数

中東和平担当特使のイスラエル・パレスチナ、米
国及び欧州への出張回数



成果指標 単位 21年度 22年度

％ 67 67

23年度
目標値

（24年度）

イスラエル・パレスチナ両者の共存共栄
「平和と繁栄の回廊」構想閣僚級又は事務レベ
ル会合数

成果実績 回 2 2 1 3

達成度

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 21年度 22年度 23年度 24年度活動見込

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

活動実績

（当初見込
み）

回
1 1 1

33

―

(  2  ) (  2  ) (  3  )

単位当たり
コスト

３７４　（千円／１回） 算出根拠 ２３年度実績額／出張回数

イスラエル・パレスチナ両者の共存共栄に向け
た閣僚級又は事務レベル会合への出張回数

成果指標 単位 21年度 22年度

％ － －

23年度
目標値

（２４年度）

自立可能なパレスチナ国家建設のため制度づく
り，キャパシティビルディング支援及び民間部門
間の交流強化
パレスチナ国造りのための日パレスチナ協議開
催

成果実績 回 － － 1 1

達成度

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 21年度 22年度 23年度 24年度活動見込

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

活動実績

（当初見込
み）

出張回
数

－ － 1

100

―

（　－　） (  1  ) 1

単位当たり
コスト

１，７４６　（千円／１回） 算出根拠 平成２３年度実績額／出張回数

日パレスチナ協議に向けた準備も含めた出張数

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

成果指標 単位 21年度 22年度

％ 100 75

23年度
目標値

（２４年度）

イスラエル、パレスチナ双方の相互信頼を醸成
各招聘事業の人数

成果実績 人 12 6 17 16

達成度 106

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 21年度 22年度 23年度 24年度活動見込

単位当たり
コスト

５，８０１　（千円／１招聘） 算出根拠 平成２３年度実績額／招聘回数

中東和平関係者招聘及びイスラエル・パレスチ
ナを中心に青少年・若手外交官招聘の回数

活動実績

（当初見込
み）

回
2 1 2 ―

(  2  ) ( 2 )



－

9809 10532

22年度

達成度

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

成果指標 単位 21年度

％ －

22年度 23年度 24年度活動見込

23年度
目標値

（　　年度）

パレスチナ支援に関する国際会議に出席し,我
が国が国際社会の責任ある国家として中東和平
に積極的に取り組んでいることを示すとともに,各
国関係者との緊密な意見交換や政策調整を行
う。
パレスチナ自治区のＧＤＰ

成果実績 百万ドル 6158 7395

2 2
4

－

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 21年度

―

(  4  ) ( 2 )

単位当たり
コスト

６，９４１　（千円／１回） 算出根拠 平成２３年度実績額／会議参加回数

会議への参加回数

活動実績

（当初見込
み）

回

費　目 24年度当初予算 25年度要求 主な増減理由

「平和と繁栄の回廊」
構想閣僚級会合等開
催経費

12 4

「平和と繁栄の回廊」構想関連会合開催経費について，閣僚級会合開催の見直し
による減。
航空賃の単価見直しによる減。

11 12

中東和平推進のため
の信頼醸成措置関連
経費

11 12

政治的な中和平水新
関連経費

対パレスチナ支援推進
関連経費

12 9

パレスチナ国作り支援
関係経費

0 0

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

計 46 37



事業所管部局による点検

評 価 項　　　目 評価に関する説明

目
的
・
予
算
の

状
況

○ 広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。 イスラエル・パレスチナ間の紛争は国民の関心も高く，中
東地域の核心的課題であり，我が国にとって死活的に重
要な中東地域の平和と安定に直結するものである。我が
国として，積極的に解決に向けて貢献すべき事業であ
る。

○
国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業
となっていないか。

○ 不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途

○ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。

本事業の支出は事業の目的に即したものであり，単位
あたりコストに留意しながら実施出来ている。

○ 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

活
動
実
績

、
成
果
実
績

○ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。

中東和平実現に向けては，イスラエル・パレスチナ両当
事者間の直接交渉，将来の国家樹立に向けたパレスチ
ナ経済の自立か支援，様々なレベルにおける両当事者
間の信頼醸成が不可欠であるところ，本事業はそれらの
目的に合致する実効的なものである。

○ 適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

○ 活動実績は見込みに見合ったものであるか。

ー
類似の事業があるか。その場合、他部局・他府省等と適切な役割分担と
なっているか。

　※類似事業名とその所管部局・府省名

○ 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

点
検
結
果

本事業の実施にあたっては，来年度以降も引き続きコスト削減を常に念頭におきつつ実施していくこととする。

予算監視・効率化チームの所見

抜
本
的
改
善

事業見直しによる減
単価見直しによる減

上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

縮
減

「平和と繁栄の回廊」構想関連会合開催経費について，閣僚級会合開催の見直しによる減。
航空賃の単価見直しによる減。

補記　（過去に事業仕分け・提言型政策仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）

関連する過去のレビューシートの事業番号

平成２２年行政事業レビュー 平成２３年行政事業レビュー

関連する過去のレビューシートの事業番号

493,494,495,513 483,484,485,493,新23-54



(別紙）

個別事業名
「平和と繁栄の回廊」構想閣僚級会合等開

催経費
担当部局庁 中東アフリカ局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

平成２０年度開始・未定 担当課室 中東第一課 課長　長岡　寛介

会計区分 一般会計 施策名 Ⅰ-5　中東地域外交

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

外務省設置法第２項，第３項
外務省組織令第５９条第４項，第５項

関係する計画、
通知等

平成１８年７月に中東を訪問した小泉総理（当時）が提唱

実施方法 ■直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 15 13 13 12 4

補正予算 － － － －

繰越し等 － － － －

計 15 13 13 12

執行額 8 9 0.5

執行率（％） 55 69 0.04

その他（旅費） 12 4

計 12 4

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 24年度当初予算 25年度要求



※平成23年度実績を記入

個別事業名： 「平和と繁栄の回廊」構想閣僚級会合等開催経費

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか

外務省

１３百万円

「平和と繁栄の回廊」構想にお

ける閣僚級会合開催及び事務

レベル会合出席

【外務省職員】

Ａ．出張者

０．４百万円

用務地：３箇所

件数：１件

対象人数：１名

Ｂ．会議費

０．１百万円

現地における会場借料等

行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）



個別事業名： 「平和と繁栄の回廊」構想閣僚級会合等開催経費

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A. E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.出張者

B.会議費

「平和と繁栄の回廊」構想閣僚級会合等開催経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 個人Ａ 出張旅費（航空賃，日当，宿泊料等） 0.4

2

3

4

5

6

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 現地業者Ａ 現地会場借り上げ 0.1

2 現地業者Ｂ 現地会場における備品使用料・飲料の提供 0.03

3

4

5

6

7

8

9

10



(別紙）

個別事業名 政治的な中東和平推進関連経費 担当部局庁 中東アフリカ局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

平成１７年度開始・未定 担当課室 中東第一課 長岡　寛介

会計区分 一般会計 施策名 Ⅰ-5　中東地域外交

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

外務省設置法第４条第２項
外務省組織令第５９条第４項

関係する計画、
通知等

ー

実施方法 ■直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度

－ － －

計

25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 14 12 11 11 12

補正予算 －

繰越し等 － － － －

14 12 11 11 12

執行額 13 8 18

執行率（％） 91 67 164

その他（旅費） 11 12

計 11 12

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 24年度当初予算 25年度要求



※平成23年度実績を記入

個別事業名： 政治的な中東和平推進関連経費

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか

外務省

１１百万円

紛争当事者及び関係諸国に対す

る政治的働きかけ

Ｃ．会議費

２百万円

各国政府関係者等との会食関連

及び車両の借り上げ等

【外務省職員】

Ｂ．出張者

１６百万円

用務地：１８箇所

件数：１２件

対象人数：１４人

【謝礼】

Ａ．有識者

０．０１百万円

講演に対する謝礼

行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）



個別事業名： 政治的な中東和平推進関連経費

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A. E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

B.出張者 F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

その他 航空賃，日当，宿泊料等 5

計 5 計 0計 5 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.有識者

B.出張者

政治的な中東和平推進関連経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 個人Ａ 講演に対する謝礼 0.01

2

3

4

5

6

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 個人Ａ 出張旅費（航空賃，日当，宿泊料等） 5

2 個人Ｂ 出張旅費（航空賃，日当，宿泊料等） 2

3 個人Ｃ 出張旅費（航空賃，日当，宿泊料等） 1

4 個人Ｄ 出張旅費（航空賃，日当，宿泊料等） 1

5 個人Ｅ 出張旅費（航空賃，日当，宿泊料等） 1

6 個人Ｆ 出張旅費（航空賃，日当，宿泊料等） 1

7 個人Ｇ 出張旅費（航空賃，日当，宿泊料等） 0.8

Ｃ．会議費

8 個人Ｈ 出張旅費（航空賃，日当，宿泊料等） 0.7

9 個人Ｉ 出張旅費（航空賃，日当，宿泊料等） 0.7

10 個人Ｊ 出張旅費（航空賃，日当，宿泊料等） 0.6

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）ペニンシュラ東京 会食経費 0.5 随意契約（少額）

2 （株）帝国ホテル 会食経費 0.4 随意契約（少額）

3 日本交通（株） 車両の借り上げ 0.3 単価契約

4 （株）ホテルオークラ 会食経費 0.3 随意契約（少額）

5 浅田屋伊兵衛商店（株） 会食経費 0.2 随意契約（少額）

6 大東企業（株） 会食経費 0.1 随意契約（少額）

7 （株）醍醐 会食経費 0.1 随意契約（少額）

8 （株）テリオ 会談時の飲料 0.02 単価契約

9 （株）アテナ 国旗の借り上げ 0.02 単価契約

10 （有）ビジョンブリッジ 会食時の装花 0.01 単価契約



(別紙）

個別事業名
中東和平推進のための信頼醸成措置関連経

費
担当部局庁 中東アフリカ局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

平成１７年度開始・未定 担当課室 中東第一課 課業　長岡　寛介

会計区分 一般会計 施策名 Ⅰ-5　中東地域外交

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

外務省設置法第１項ニ，４条第２・３項
外務省組織令第５９条第４・５項

関係する計画、
通知等

－

実施方法 ■直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度

－ － －

計

25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 16 11 13 11 12

補正予算 －

繰越し等 － － － －

16 11 13 11 12

執行額 8 4 15

執行率（％） 50 36 115

外部委託 5 2

その他（旅費） 7 10

計 12 12

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 24年度当初予算 25年度要求



※平成23年度実績を記入

個別事業名： 中東和平推進のための信頼醸成措置関連経費

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか

外務省

１３百万円

各種取組を通じ紛争当事者間の

対話と交渉を合意形成に必要な

信頼を醸成する

【随意契約】

Ｄ．現地旅行代理店（８ヶ国）

４百万円

招へい者の航空券手配

【随意契約（少額）】

Ｃ．（社）国際交流サービス協会

１百万円

招へい者の航空券手配

【一般競争入札】

Ｂ．（株）コンベンションリンケージ

６百万円

会議運営及び滞在関連経費

【外務省職員】

Ａ．出張者

０．２百万円

用務地：１箇所

件数：１件

対象人数：１名

【随意契約（少額）】

Ｅ．（株）京王プラザホテル

０．１百万円

招へい者との会食経費

行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）

外務省

１３百万円

各種取組を通じ紛争当事者間の

対話と交渉を合意形成に必要な

信頼を醸成する

【随意契約】

Ｄ．現地旅行代理店（８ヶ国）

４百万円

招へい者の航空券手配

【随意契約（少額）】

Ｃ．（社）国際交流サービス協会

１百万円

招へい者の航空券手配

【一般競争入札】

Ｂ．（株）コンベンションリンケージ

６百万円

会議運営及び滞在関連経費

【外務省職員】

Ａ．出張者

０．２百万円

用務地：１箇所

件数：１件

対象人数：１名

【随意契約（少額）】

Ｅ．（株）京王プラザホテル

０．１百万円

招へい者との会食経費



個別事業名： 中東和平推進のための信頼醸成措置関連経費

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A. E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

B.（株）コンベンションリンケージ F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

その他 会議運営・招へい者滞在関係等 6

計 6 計 0計 6 計 0

C.現地旅行代理店 G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

その他 招へい者航空券手配 1

計 1 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.出張者

B.（株）コンベンションリンケージ

中東和平推進のための信頼醸成措置関連経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 個人Ａ 出張旅費（航空賃，日当，宿泊料等） 0.2

2

3

4

5

6

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）コンベンションリンケージ 会議運営，招へい者滞在関係等 6 2 55%

2

3

4

5

6

7

Ｃ．（社）国際交流サービス協会

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （社）国際交流サービス協会 招へい者の航空券手配 1 随意契約（少額）

2

3

4

5

6

7

8

9

10



Ｄ．現地旅行代理店

E.（株）京王プラザホテル

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 業者Ａ（米国） 招へい者の航空券手配 1 随意契約

2 業者Ｂ（ヨルダン） 招へい者の航空券手配 0.8 随意契約

3 業者Ｃ（トルコ） 招へい者の航空券手配 0.5 随意契約

4 業者Ｄ（フランス） 招へい者の航空券手配 0.5 随意契約

5 業者Ｅ（エジプト） 招へい者の航空券手配 0.5 随意契約

6 業者Ｆ（イスラエル） 招へい者の航空券手配 0.4 随意契約

7 業者Ｇ（カタール） 招へい者の航空券手配 0.1 随意契約

8 業者Ｈ（インドネシア） 招へい者の航空券手配 0.1 随意契約

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）京王プラザホテル 招へい者との会食 0.1 随意契約（少額）

2

3

4

5

6

7

8

9

1010



(別紙）

個別事業名 対パレスチナ支援推進関連経費 担当部局庁 中東アフリカ局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

平成１７年度・未定 担当課室 中東第一課 課長　長岡　寛介

会計区分 一般会計 施策名 Ⅰ-5　中東地域外交

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

外務省設置法第４条第２・３項
外務省組織令第５９条第４・５項

関係する計画、
通知等

－

実施方法 ■直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度

－ － －

計

25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 3 5 9 12 9

補正予算 －

繰越し等 － － － －

3 5 9 12 9

執行額 2 3 7

執行率（％） 67 60 78

その他（旅費） 10 7

外部委託 2 1

計 12 8

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 24年度当初予算 25年度要求



※平成23年度実績を記入

個別事業名： 対パレスチナ支援推進関連経費

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか

外務省

９百万円

我が国として適切な対パレスチナ

支援を行い，その貢献を対外的

に示すために，各種国際会議等

に出席し，多数の関係者と緊密な

意見交換や政策調整を行う

【外務省職員】

Ａ．出張者

７百万円

用務地：８箇国

件数：４件

対象人数：６人

Ｂ．（株）ワンダーテーブル

０．１百万円

各国政府関係者との会食

行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）



個別事業名： 対パレスチナ支援推進関連経費

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A.出張者 E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

その他 航空賃，日当，宿泊料等 3

計 3 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.出張者

B.（株）ワンダーテーブル

対パレスチナ支援推進関連経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 個人Ａ 出張旅費（航空賃，日当，宿泊料等） 4

2 個人Ｂ 出張旅費（航空賃，日当，宿泊料等） 1

3 個人Ｃ 出張旅費（航空賃，日当，宿泊料等） 1

4 個人Ｄ 出張旅費（航空賃，日当，宿泊料等） 0.6

5 個人Ｅ 出張旅費（航空賃，日当，宿泊料等） 0.5

6 個人Ｆ 出張旅費（航空賃，日当，宿泊料等） 0.4

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）ワンダーテーブル 会食経費 0.1 随意契約（少額）

2

3

4

5

6

7

8

9

10



(別紙）

個別事業名 パレスチナ国作り支援関係経費 担当部局庁 中東アフリカ局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

平成２３年度開始・未定 担当課室 中東第一課 課長　長岡　寛介

会計区分 一般会計 施策名 Ⅰ-5　中東地域外交

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

外務省設置法第４条第２・３項
外務省組織令第５９条第４・５項

関係する計画、
通知等

－

実施方法 ■直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度

－ － －

計

25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 － － 3 － －

補正予算 －

繰越し等 － － － －

－ － 3 － －

執行額 － － 2

執行率（％） － － 67

計

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 24年度当初予算 25年度要求



※平成23年度実績を記入

個別事業名： パレスチナ国作り支援関係経費

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか

外務省

３百万円

自立可能なパレスチナ国家のた

めの支援を具体化するための協

【外務省職員】

Ａ．出張者

２百万円

用務地：２箇所

件数：１件

対象者数：２名

行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）



個別事業名： パレスチナ国作り支援関係経費

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A.出張者 E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

その他 航空賃，日当，宿泊料等 1

計 1 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.出張者

パレスチナ国作り支援関係経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 個人Ａ 出張旅費（航空賃，日当，宿泊料等） 1

2 個人Ｂ 出張旅費（航空賃，日当，宿泊料等） 0.6

3

4

5

6

7

8

9

10



事業番号 245
　　　　　　　　　　　　　平成２４年行政事業レビューシート　　　　(外務省)

事業名 アフリカ諸国との関係強化 担当部局庁 中東アフリカ局アフリカ部 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度 別紙参照 担当課室 アフリカ第一課，アフリカ第二課 課長　志水史雄，麻妻信一

会計区分 一般会計 施策名
Ⅰ－６

アフリカ地域外交

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
別紙参照

関係する計画、
通知等

別紙参照

事業の目的
（目指す姿を
簡潔に。3行程

度以内）

アフリカ諸国に対する外交政策の企画立案及びその実施の総合調整等を行うほか，アフリカ諸国との関係強化を実施する。また、効果的な対
外政策を実施するにあたっては、我が国の対アフリカ政策に対する我が国国民の理解と支持を得ることが必要不可欠であるとの観点からアフ
リカン・フェスタを通じ、国民のアフリカに関する理解を深め、アフリカに対する親近感を醸成する。

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

アフリカ諸国に対する外交政策の企画立案及びその実施の総合調整等を行い、アフリカ諸国との関係強化を実施するため、基礎データの情
報収集を行ったり国際会議に参加し、我が国の立場を表明するとともに、各国代表との協議を通じ情報収集及意見交換を行う。また、アフリカ
に対する親近感を醸成するため、アフリカン・フェスタでは、①外務省職員、国際機関及びNGO関係者等によるTICADトークショー、②アフリカ
人ミュージシャンによるライブ演奏会、③在京アフリカ各国大使館やNGOによるアフリカ物産品の展示等、④アフリカの文化・楽器・衣装等に触
れることができるレクチャーやワークショップ等を実施する。

実施方法 ■直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 32 34 42 15 34

補正予算 － － － －

繰越し等 － － － －

計 32 34 42 15 34

執行額 31 29 37

執行率（％） 98％ 86％ 88％

成果指標 単位 21年度 22年度

％ 90 105

23年度
目標値

（24年度）

本事業の中で予算規模が最も大きいアフリカ
ン・フェスタは，23年11月に横浜市の山下公園
にて開催し、2日間で前年並の約21万人の入場
者を記録。

成果実績 万人 18 21 21 21

達成度

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 21年度 22年度 23年度 24年度活動見込

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

活動実績

（当初見込
み）

回
1 1 1

100

―

（　1　） （　1　） (   1   )

単位当たり
コスト

アフリカン・フェスタについて
１７　(百万円／１回）

算出根拠 予算額　÷　開催回数

アフリカン・フェスタ開催数

費　目 24年度当初予算 25年度要求 主な増減理由

アフリカ地域諸国外交
政策費 14 16

0.5 0.5

日・アフリカ交流構想
関係経費 0.6 17

アフリカン・フェスタの予算を増額要求した。

日・アフリカ経済・貿易
フォーラム

計 15 34

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）



事業所管部局による点検

評 価 項　　　目 評価に関する説明

目
的
・
予
算
の

状
況

○ 広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。
対アフリカ外交は、外務省の重要外交業務であり、その
優先度は高いため、国が実施主体として最も適当であ
る。また、予算規模に比して、その効果（フェスタの入場

者数）は大きい。

○
国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業
となっていないか。

○ 不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途

○ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。

可能な限りの費用節減に努めており、支払先の選定に
あたっては、競争入札を利用するなど、適切な会計処理
を行っている。

○ 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

活
動
実
績

、
成
果
実
績

○ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。

フェスタについては他の手段に比して、その広報効果は
高く、活動実績、成果実績ともに良好である。２０万人以
上の来場実績からも十分な成果が得られたものといえ
る。

○ 適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

○ 活動実績は見込みに見合ったものであるか。

－
類似の事業があるか。その場合、他部局・他府省等と適切な役割分担と
なっているか。

　※類似事業名とその所管部局・府省名

○ 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

点
検
結
果

アフリカは「希望と機会の大陸」として概して政治的安定と経済発展を実現しつつある一方，依然として貧困や紛争の問題も存在し，国際
社会の高い関心を集めているなか、我が国は，平和と安定への貢献，開発支援と貿易投資の拡大，グローバルな課題への対応の３本柱
に沿って対アフリカ外交を力強く進めている。本件予算は，その基盤ともなる基礎的な情報収集・蓄積，国際会議への参加等我が国の対
アフリカ外交にとって不可欠なものであり、重要度が高い。また、アフリカン・フェスタにおいては、国民のアフリカに対する理解を増進する
上で有益な事業であるが、限られた予算でより大きな広報効果を得るため、地方自治体の協力を引き続き得るとともに、民間企業に参加し
てもらうための取組が必要、また、同種のイベントがある場合には連携を図る等の工夫をすることで一層の費用対効果が期待できる。

果

、

現
状
通
り

-

上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

現
状
通
り

-

補記　（過去に事業仕分け・提言型政策仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）

関連する過去のレビューシートの事業番号

平成２２年行政事業レビュー 平成２３年行政事業レビュー

関連する過去のレビューシートの事業番号

４９１，４９６ ４８０，４８１，新２３－５２



(別紙）

個別事業名 アフリカ地域諸国外交政策費 担当部局庁 中東アフリカ局アフリカ部 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度 担当課室 アフリカ第一課 課長　志水　史雄

会計区分 一般会計 施策名
Ⅰ－６

アフリカ地域外交

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

外務省設置法第４条第２号，外務省組織令第５
８，同第６１条及び同第６２条

関係する計画、
通知等

－

実施方法 ■直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 12 15 15 15 16

補正予算 － － － －

繰越し等 － － － －

計 12 15 15 15 16

執行額 11 11 10

執行率（％） 95％ 71％ 68％

委託費 1 1

旅費 7 9

人件費 4 4

役務費 2 2

計 14 16

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 24年度当初予算 25年度要求



※平成23年度実績を記入

個別事業名： アフリカ地域諸国外交政策費

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか

外務省

１０百万円

〔ｱﾌﾘｶ諸国に対する外交政策企画立案及びその実施の

調整等を行う〕

【競争性のない随意契

約】

Ａ．有識者

百万円

〔１名、１年：ｱﾌﾘｶ難民・

紛争問題に関する業務

委嘱〕

【競争性のない随意契約】

Ｂ．出張者

百万円

〔難民・紛争関係の調査・会

議出席等：１件，１箇所，１

名〕

【公募】

Ｃ．事務補助員

４百万円

〔２名：ｱﾌﾘｶ第１課、第２

課各々１名ずづの雇用〕

【競争性のない随意契

約】

Ｄ．ﾚｲﾃﾞﾝﾘｻｰﾁ

２百万円

〔ｱﾌﾘｶ諸国の政治経済

等の基礎ﾃﾞｰﾀの提供〕

【競争性のない随意契約】

Ｅ．出張者

２百万円

〔二国間協議等出席の旅

費：２件，３箇所，３名〕
行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）

外務省

１０百万円

〔ｱﾌﾘｶ諸国に対する外交政策企画立案及びその実施の

調整等を行う〕

【競争性のない随意契

約】

Ａ．有識者

百万円

〔１名、１年：ｱﾌﾘｶ難民・

紛争問題に関する業務

委嘱〕

【競争性のない随意契約】

Ｂ．出張者

百万円

〔難民・紛争関係の調査・会

議出席等：１件，１箇所，１

名〕

【公募】

Ｃ．事務補助員

４百万円

〔２名：ｱﾌﾘｶ第１課、第２

課各々１名ずづの雇用〕

【競争性のない随意契

約】

Ｄ．ﾚｲﾃﾞﾝﾘｻｰﾁ

２百万円

〔ｱﾌﾘｶ諸国の政治経済

等の基礎ﾃﾞｰﾀの提供〕

【競争性のない随意契約】

Ｅ．出張者

２百万円

〔二国間協議等出席の旅

費：２件，３箇所，３名〕



個別事業名： アフリカ地域諸国外交政策費

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A.有識者 E.職員

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

委託費 謝礼金 1 旅費 職員の出張旅費 2

計 1 計 2

B.出張者 F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

旅費
難民関連調査等のための有識者の出
張旅費

1

ように記載）
計 1 計 0

C.期間業務職員 G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

人件費 期間業務職員に対する賃金 4

計 4 計 0

D.レイデンリサーチ(株) H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

役務費
アフリカ諸国の政治・経済等のデータ
提供

2

計 2 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.有識者

B.出張者

アフリカ地域諸国外交政策費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 個人Ａ アフリカ難民関連業務委嘱 1 随意契約

2

3

4

5

6

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 個人Ａ アフリカ難民関連の出張 1 随意契約

2

3

4

5

6

7

Ｃ.期間業務職員

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 個人Ａ 賃金 2 公募

2 個人Ｂ 賃金 2 公募

3

4

5

6

7

8

9

10



Ｄ.レイデンリサーチ(株)

Ｅ.職員

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 レイデンリサーチ（株） アフリカ諸国の政治・経済等のデータ提供 2 随意契約

2

3

4

5

6

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 職員Ａ 職員の出張経費 0.6 職員

2 職員Ｂ 職員の出張経費 1 職員

3 職員Ｃ 職員の出張経費 0.5 職員

4

5

6

7

88

9

10



(別紙）

個別事業名 日・アフリカ経済・資源フォーラム 担当部局庁 中東アフリカ局アフリカ部 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

平成２３年度 担当課室 アフリカ第一課 課長　志水　史雄

会計区分 一般会計 施策名
Ⅰ－６

アフリカ地域外交

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

外務省設置法第４条第２号，外務省組織令第５
８条 及び同第６１条

関係する計画、
通知等

－

実施方法 ■直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度

－ － －

計

25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 － － 10 0.5 0.5

補正予算 －

繰越し等 － － － －

－ － 10 0.5 0.5

執行額 － － 9

執行率（％） － － 88％

委託費 0.5 0.5

計 0.5 0.5

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 24年度当初予算 25年度要求



※平成23年度実績を記入

個別事業名： 日・アフリカ経済・資源フォ－ラム

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか

外務省

９百万円

【企画競争】

Ａ.(株)日広通信社

９百万円

行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）



個別事業名： 日・アフリカ経済・資源フォ－ラム

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A.(株)日広通信社 E.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

委託費 事業一式に係る企画，運営 9

計 9 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

ように記載）
計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト

A. (株)日広通信社

日・アフリカ経済・資源フォ－ラム

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 委託費 事業企画費，会場設営，スタッフ費他 9

2

3

4

5

6

7

8

9

10



(別紙）

個別事業名 日・アフリカ交流構想関係経費 担当部局庁 中東アフリカ局アフリカ部 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

平成11年度 担当課室 アフリカ第二課 課長　麻妻　信一

会計区分 一般会計 施策名
Ⅰ－６

アフリカ地域外交

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

外務省設置法第４条第２号，外務省組織令第５
８条 及び同第６２条

関係する計画、
通知等

－

実施方法 ■直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度

－ － －

計

25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 20 18 17 0.5 17

補正予算 －

繰越し等 － － － －

20 18 17 0.5 17

執行額 20 18 17

執行率（％） 99.0% 100.0% 100.0%

委託費 0.5 17平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 24年度当初予算 25年度要求

計 0.5 17

内
訳

）



※平成23年度実績を記入

個別事業名： 日・アフリカ交流構想関係経費

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を

外務省

１７百万円

【企画競争】

Ａ.(株)日広通信社

１７百万円

取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）



個別事業名： 日・アフリカ交流構想関係経費

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A. E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

委託費 事業一式に係る企画，運営 17

計 17 計 0

B. F.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト

A.

日・アフリカ交流構想関係経費

支　出　先 業　務　概　要 支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 委託費 事業設営費，広報費，招へい費，人件費他 17

2

3

4

5

6

7

8

9

10



事業番号 246
　　　　　　　　　　　　　平成２４年行政事業レビューシート　　　　(外務省)

事業名 ＴＩＣＡＤプロセス 担当部局庁 中東アフリカ局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

平成19年度 担当課室 アフリカ第二課 課長　麻妻信一

会計区分 一般会計 施策名 I-6　アフリカ地域外交

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
外務省組織令第５８条及び第６２条

関係する計画、
通知等

特になし

事業の目的
（目指す姿を
簡潔に。3行程

度以内）

第四回アフリカ開発会議（ＴＩＣＡＤⅣ）で「横浜行動計画」として採択された対アフリカ開発支援策の履行状況をモニターするための
フォローアップ・メカニズムの一環として、閣僚級フォローアップ会合を毎年アフリカ内で開催し、開発パートナーとアフリカ諸国が支
援策の実施状況を議論するほか、今後の実施に向けた提言等を行う。

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

ＴＩＣＡＤⅣで打ち出された対アフリカ開発支援策の実施状況をレビューするためのＴＩＣＡＤ閣僚級フォローアップ会合をアフリカ内で
開催する。フォローアップ会合の開催に向けては、ＴＩＣＡＤ共催者（国連、ＵＮＤＰ、世銀、ＡＵ委員会）との事前協議（共催者運営委
員会等）を通じて同会合の運営に関する各種意思決定を行うほか、ＴＩＣＡＤフォローアップ事務局（アフリカ第二課）が各ドナー国・
機関より取りまとめた「横浜行動計画」の進捗状況をもとに年次進捗報告を作成し、同会合における議論の基礎資料とする。

実施方法 ■直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 25 25 33 27 15

補正予算 － － － -

繰越し等 － － － -

計 25 25 33 27 15
（単位:百万円） 況

計 25 25 33 27 15

執行額 0 28 24

執行率（％） 0.0% 111.9% 72.2%

成果指標 単位 21年度 22年度

％ 0 79

23年度 ２４年度

目標：アフリカ諸国からの閣僚級参加者に対し，
ＴＩＣＡＤⅣで公約した我が国アフリカ支援策の進
捗状況を報告し，参加者から広く理解を得る。
実績：アフリカ参加国数

成果実績 ヶ国 0 42 47 49

達成度

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 21年度 22年度 23年度 24年度

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

活動実績

（当初見込
み）

回
0 1 1

88

1

(1) (1) (1) (1)

単位当たり
コスト

２４（百万円　／１会合） 算出根拠 執行額／開催実績

ＴＩＣＡＤ閣僚級フォローアップ会合を毎年１回ア
フリカ内で開催する。

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 24年度当初予算 25年度要求 主な増減理由

報告書作成 3 3

平成25年度は閣僚級フォローアップ会合そのものは実施しないことによる減。
国内会議費 0 1

旅費 5 5

国外会議費 20 7

計 27 15



事業所管部局による点検

評 価 項　　　目 評価に関する説明

目
的
・
予
算
の

状
況

○ 広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。 ＴＩＣＡＤⅣ「横浜行動計画」で採択された対アフリカ開発
支援策の履行状況をモニターするため、我が国が国際
公約として実施する閣僚会議であり、アフリカ地域に在
外公館を有し、国際機関等との緊密なネットワークを有
する外務省が実施することが適当。

○
国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業
となっていないか。

○ 不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途

－ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。

ＴＩＣＡＤⅣで創設されたＴＩＣＡＤフォローアップ・メカニズ
ムの一環として共催者やアフリカ諸国、開発パートナーと
の様々な調整を経て実施するものであり、支出内容は妥
当。

○ 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

－ 資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

○ 活動実績は見込みに見合ったものであるか。

－
類似の事業があるか。その場合、他部局・他府省等と適切な役割分担と
なっているか。

　※類似事業名とその所管部局・府省名

○ 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

点
検
結
果

本件事業は，第四回アフリカ開発会議（ＴＩＣＡＤⅣ）で「横浜行動計画」として採択された対アフリカ開発支援策の履行状況をモニターするた
めのフォローアップ・メカニズムの一環として、我が国が国際公約として実施するものであり、共催者やアフリカ諸国、開発パートナーとの
様々な調整を経て毎年アフリカ内で閣僚級フォローアップ会合を開催する必要があることから、アフリカ地域に在外公館を有し、国際機関等
との緊密なネットワークを有する外務省が実施することが適当である。また、同会合の開催及び年次進捗報告による説明責任確保の姿勢
は、アフリカ諸国や開発パートナー等から高く評価されている。

活
動
実
績

、
成
果
実
績

○ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。

ＴＩＣＡＤⅣで創設されたＴＩＣＡＤフォローアップ・メカニズ
ムの一環として着実に実施しており、所期の目標を十分
に達成している。

○ 適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

予算監視・効率化チームの所見

現
状
通
り

－

上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

現
状
通
り

－

補記　（過去に事業仕分け・提言型政策仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）

関連する過去のレビューシートの事業番号

平成２２年行政事業レビュー 平成２３年行政事業レビュー

関連する過去のレビューシートの事業番号

490 477



※平成23年度実績を記入

個別事業名：

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか

外務省

２４百万円

Ａ．国内企業

２百万円

年次進捗報告書作成

国内会議開催費

Ｂ．国内企業４社

０．９百万円

【一般競争入札】

【随意契約】

【随意契約】

Ｃ．個人７名

３百万円

旅費

【旅費】

在外公館

１７百万円

行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）

外務省

２４百万円

Ａ．国内企業

２百万円

年次進捗報告書作成

国内会議開催費

Ｂ．国内企業４社

０．９百万円

国外会議開催費

Ｄ．現地企業８社／個人７２名

１７百万円

【一般競争入札】

【随意契約】

【随意契約】

Ｃ．個人７名

３百万円

旅費

【旅費】

在外公館

１７百万円



個別事業名：

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A. E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

委託契約 報告書作成（デザイン・翻訳等） 2

計 2 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

会議費 国外国際会議開催費 8

計 8 計 0計 8 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.

B.

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 エフビーアイコミュニケーションズ ＴＩＣＡＤ年次進捗報告書作成 2 1 95

2

3

4

5

6

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 東京ビジネスサービス ＴＩＣＡＤ共催者会合(会議場設営、レセプション） 0.4 -

2 ニューオータニ 共催者との意見交換 0.2 -

3 サイマルインターナショナル 文書翻訳 0.2 -

4 個人 文書翻訳 0.1 -

5

6

7

8

9

10

C.

D.

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 個人Ａ 旅費 1 -

2 個人Ｂ 旅費 0.5 -

3 個人Ｃ 旅費 0.5 -

4 個人D 旅費 0.4 -

5 個人Ｅ 旅費 0.3 -

6 個人Ｆ 旅費 0.3 -

7 個人Ｇ 旅費 0.3 -

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 現地業者 ＴＩＣＡＤ閣僚級フォローアップ会合会議場設営、レセプション 8 －

2 現地業者 同会議用音響機材等借り上げ 3 －

3 個人 同会議通訳 2 －

4 現地業者 同会議参加者用シャトルバス借り上げ 1 －

5 個人 同会議通訳 1 －

6 現地業者 同会議現地連絡室用事務機器借り上げ 0.7 －

7 現地業者 同会議連絡車両借り上げ 0.4 －

8 個人 同会議現地協力者(会場係等のべ70名）への謝礼 0.8 －

9

10



事業番号 247
　　　　　　　　　　　　　平成２４年行政事業レビューシート　　　　(外務省)

事業名 中東地域諸国との関係強化 担当部局庁 中東アフリカ局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度 別紙参照 担当課室 中東第一課 課長　長岡　寛介

会計区分 一般会計 施策名 Ⅰ-5　中東地域外交

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
別紙参照

関係する計画、
通知等

別紙参照

事業の目的
（目指す姿を
簡潔に。3行程

度以内）

エネルギー安全保障等の観点から我が国にとって死活的に重要な中東地域諸国との間で，対話や交流計画，周年事業等の機会を捉え，政
治・経済・文化の様々な分野，様々なレベルでず相互理解を増進し，関係の強化をはかる。

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

①日本とイスラム世界との未来への対話を実施する。
②中東諸国に対する外交政策の企画立案及びその実施の総合調整等を行う。
③サウジアラビアの若い世代と日本の同世代間で交流を行い、相互に対する理解を深めると共に友好関係の基盤を築く。
④「日・イスラエル外交樹立６０周年記念事業」及び「日・アルジェリア外交関係樹立５０周年記念事業」を行う。
⑤「日クウェート国交樹立５０周年」を行う。

実施方法 ■直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 34 30 23 24 14

補正予算 － － － －

繰越し等 － － － －

計 34 30 23 24 14

執行額 21 25 16

執行率（％） 62 83 70

成果指標 単位 21年度 22年度

％ 100 100

23年度
目標値

（24年度）

【成果目標】イスラム諸国の間で我が国に対する
認識を高め、日本とイスラム諸国の対話・協力の
ネットワークを拡大する。
【成果実績】参加国数。

成果実績 国数 14 8 10 8

達成度

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 21年度 22年度 23年度 24年度活動見込

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

活動実績

（当初見込
み）

1 1 1

100

―

(   1   ) (   1   ) (   1   )

単位当たり
コスト

５（百万円／１会合） 算出根拠 ２３年度実績額／会合数

平成21年度までは「イスラム世界との文明間対
話セミナー」を、平成22年度から24年度までは
「日本とイスラム世界との未来への対話」を、毎
年１回中東地域内ないし日本で開催する。

成果指標 単位 21年度 22年度

％ 100 100

23年度
目標値

（２４年度）

バイの政策協議立ち上げ等，中東諸国に対する
外交政策の企画立案及びその実施の総合調整
等を行う。
バイ定期政策協議数

成果実績 協議 2 2 1 2

達成度

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 21年度 22年度 23年度 24年度活動見込

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

活動実績

（当初見込
み）

回
1 1 1

50

―

(   1   ) (   1   ) (   2   )

中東諸国に対する外交政策の企画立案及び
総合調整等のための出張回数



単位当たり
コスト

１，８７９　（千円／１回） 算出根拠 ２３年度実績額／出張回数

成果指標 単位 21年度 22年度

％ ― 100

23年度
目標値

（　　年度）

【成果目標】サウジアラビアを将来牽引していくこ
とが期待される若い世代と日本の同世代間で交
流を行い、相互理解を深めるために、同国に我
が国青年を派遣する。【実績】派遣人数及び期間

成果実績
人数
期間

― 8名10日間 8名10日間 8名10日間

達成度

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 21年度 22年度 23年度 24年度活動見込

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

活動実績

（当初見込
み）

回
― 1 1

100

―

(   1   ) (   1   ) (   1   )

単位当たり
コスト

２（百万円／１回） 算出根拠 ２３年度実績額／派遣回数

サウジアラビアに毎年１回我が国青年を派遣する

成果指標 単位 21年度 22年度

％ － －

23年度
目標値

（２４年度）

オープニング式や各種文化事業等により、我が
国に対する理解を深める。
オープニング（クロージング）式典来場者数

成果実績 人 － － 100 200

達成度

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 21年度 22年度 23年度 24年度活動見込

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

活動実績

（当初見込
み）

回
－ － 2

33

―

（　－　） (   2   ) (   2   )

オープニング式典を含めた各レセプション回数

単位当たり
コスト

２６２　（千円／１回） 算出根拠 平成２３年度実績額／レセプション数

成果指標 単位 21年度 22年度

％ - -

23年度
目標値

（24年度）

【目標】日本・クウェート外交関係樹立５０周年を
迎え両国の友好関係及び両国国民の相互理解
の一層の増進を図る
【実績】記念事業の現地主要マスコミにおける報
道数

成果実績 件 - - 2 －

達成度

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 21年度 22年度 23年度 24年度活動見込

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

活動実績

（当初見込
み）

件
- - 2

100

―

（　－　） (   25   ) （　－　）

単位当たり
コスト

０．１７（百万円／２回） 算出根拠 平成２３年度実績額／レセプション数

記念事業の実施件数

費　目 24年度当初予算 25年度要求 主な増減理由

未来対話 9 7 事業形態の見直しによる減

7 7 出張人数の見直しによる減

日・サウジアラビア青
年交流計画

2 0 事業の見直しによる減

中東諸国外交政策費

中東諸国における周
年記念事業

6 0 周年記念事業終了により皆減

日クウェート外交樹立
５０周年記念事業

0 0 周年記念事業終了により皆減

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

計 24 14



事業所管部局による点検

評 価 項　　　目 評価に関する説明

目
的
・
予
算
の

状
況

○ 広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。
いわゆる「アラブの春」等もきっかけとなり，国民の中東
地域への関心が高まっている中，日本と中東地域等の
相互に対する理解を深める本事業は国が率先して取り
組むべき事業である。

○
国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業と
なっていないか。

○ 不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途

○ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。

本事業の支出は事業の目的に即したものであり，単位
あたりコストに留意しながら実施出来ている。

○ 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

活
動
実
績

、
成
果
実
績

○ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。

国が民間とも協力しつつ率先して実施することによって，
我が国及び中東地域諸国の官民学が効率的に交流し，
相互理解を増進する機会となっているほか，対話など
行った際は，提言をまとめるなどして，双方で共有できる
実効的な成果を挙げている。

○ 適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

○ 活動実績は見込みに見合ったものであるか。

－
類似の事業があるか。その場合、他部局・他府省等と適切な役割分担となっ
ているか。

　※類似事業名とその所管部局・府省名

○ 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

点
検
結
果

本事業の実施にあたっては，来年度以降も引き続きコスト削減を常に念頭におきつつ実施していくこととする。

平成２２年行政事業レビュー 平成２３年行政事業レビュー

予算監視・効率化チームの所見

抜
本
的
改
善

事業見直しによる減
単価見直しによる減

上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

縮
減

日・サウジアラビア青年交流計画について，事業を見直した事による減。
イスラム世界との新時代パートナーシップ構築セミナーについて，事業形態の見直しによる減。

補記　（過去に事業仕分け・提言型政策仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）

関連する過去のレビューシートの事業番号

489,502, 478,489,498,新23-53,新23-56



(別紙）

個別事業名 未来対話 担当部局庁 中東アフリカ局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度 平成１７年度開始・未定 担当課室 中東第二課 課長　中込　正志

会計区分 一般会計 施策名 中東地域外交に必要な経費

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
外務省設置法第４条第二・三項

関係する計画、
通知等

－

実施方法 ■直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 25 20 5 9 7

補正予算 - - - －

繰越し等 - - - －

計 25 20 5 9 7

執行額 14 18 5

執行率（％） 54 90 111

その他 9 7

計 9 7

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 24年度当初予算 25年度要求



※平成23年度実績を記入

個別事業名： 未来対話

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足

外務省

５百万円

中東外交に必要な経費

Ａ．出張者（５名）

３百万円

Ｂ．出張者（派遣４名）

２百万円

について補足
する）（単

位：百万円）



個別事業名： 未来対話

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A. E.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.出張者

B.出張者

未来対話

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 出張者Ａ 出張 0.8

2 出張者Ｂ 出張 0.7

3 出張者Ｃ 出張 0.6

4 出張者Ｄ 出張 0.4

5 出張者Ｅ 出張 0.3

6

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 出張者Ａ 出張 0.6

2 出張者Ｂ 出張 0.6

3 出張者Ｃ 出張 0.6

4 出張者Ｄ 出張 0.5

5

6

7

88

9

10



(別紙）

個別事業名 中東諸国外交政策費 担当部局庁 中東アフリカ局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度 不明・未定 担当課室 中東第一課 課長　長岡　寛介

会計区分 一般会計 施策名 Ⅰ-5　中東地域外交

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
外務省組織令第５９条第２項

関係する計画、
通知等

－

実施方法 ■直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度

－ － －

計

25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 9 8 8 7 7

補正予算 －

繰越し等 － － － －

9 8 8 7 7

執行額 7 5 8

執行率（％） 78 63 100

人件費 4 4

物品購入費 0.6 0.6

その他 3 2

計 7.6 6.6

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 24年度当初予算 25年度要求



※平成23年度実績を記入

個別事業名： 中東諸国外交政策費

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足

外務省

８百万円

中東諸国に対する外交政策の

企画立案及びその実施の総合

調性等を行う

【外務省職員】

Ｃ．出張者

２百万円

用務地：１箇所

件数：１件

対象人数：３名

【随意契約（少額）】

Ｂ．事務費

０．６百万円

中東専門誌等の購入

【直接雇用】

Ａ．期間業務職員

４百万円

中東１：１名

中東２：延べ２名

について補足
する）（単

位：百万円）



個別事業名： 中東諸国外交政策費

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A.期間業務職員 E.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

人件費 賃金 2

計 2 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.期間業務職員

B.事務費

中東諸国外交政策費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 個人Ａ 期間業務職員 2

2 個人Ｂ 期間業務職員 1

3 個人Ｃ 期間業務職員 0.5

4

5

6

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （財）中東調査会 中東専門誌購入 0.6 随意契約（少額）

2 丸善（株） 中東専門誌等購入 0.03 随意契約（少額）

3

4

5

6

7

8

Ｃ．出張者

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 個人Ａ 出張旅費（航空賃，日当，宿泊費等） 0.8

2 個人Ｂ 出張旅費（航空賃，日当，宿泊費等） 0.5

3 個人Ｃ 出張旅費（航空賃，日当，宿泊費等） 0.5

4

5

6

7

8

9

10



(別紙）

個別事業名 日・サウジアラビア青年交流計画 担当部局庁 中東アフリカ局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度 平成２２年度・平成２４年度 担当課室 中東第二課 課長　中込　正志

会計区分 一般会計 施策名 中東地域外交に必要な経費

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
外務省設置法第４条第二・三項

関係する計画、
通知等

－

実施方法 ■直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度

- - －

計

25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 - 2 2 2 －

補正予算 -

繰越し等 - - - －

- 2 2 2 －

執行額 - 2 2

執行率（％） - 70 92

その他 2 0

計 2 0

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 24年度当初予算 25年度要求



※平成23年度実績を記入

個別事業名： 日・サウジアラビア青年交流計画

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足

外務本省

２百万円

中東外交に必要な経費

Ａ．出張者７名（派遣）

について補足
する）（単

位：百万円）



個別事業名： 日・サウジアラビア青年交流計画

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A. E.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.出張者

日・サウジアラビア青年交流計画

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 出張者Ａ 出張 0.3

2 出張者Ｂ 出張 0.3

3 出張者Ｃ 出張 0.3

4 出張者Ｄ 出張 0.3

5 出張者Ｅ 出張 0.3

6 出張者Ｆ 出張 0.3

7 出張者Ｇ 出張 0.3

8

9

10



(別紙）

個別事業名 中東諸国における周年記念事業 担当部局庁 中東アフリカ局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度 平成２３年度・平成２４年度 担当課室 中東第一課 課長　長岡　寛介

会計区分 一般会計 施策名 Ⅰ-5　中東地域外交

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

外務省設置法第４条第１項ニ
外務省組織令第５９条第３条

関係する計画、
通知等

－

実施方法 ■直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度

－ － －

計

25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 － － 6 6 －

補正予算 －

繰越し等 － － － －

－ － 6 － －

執行額 － － 0.9

執行率（％） － － 15

外部委託 2,238 0

その他 3,396 0

計 5,634 0

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 24年度当初予算 25年度要求



※平成23年度実績を記入

個別事業名： 中東諸国における周年記念事業

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足

外務省

６百万円

「日・イスラエル外交樹立６０周年記念事業」

「日・アルジェリア外交関係樹立５０周年記念事業」

Ｂ．現地業者

０．５百万円

レセプション：２件

Ａ．現地業者

０．３百万円

広報用パンフレットの作成

について補足
する）（単

位：百万円）



個別事業名： 中東諸国における周年記念事業

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A. E.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.現地業者

B.現地業者

中東諸国における周年記念事業

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 現地業者 広報用パンフレットの作成 0.3 随意契約

2

3

4

5

6

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 業者Ａ レセプション経費 0.4 随意契約

2 業者Ｂ レセプション経費 0.2 随意契約

3

4

5

6

7

88

9

10



(別紙）

個別事業名 日クウェート外交樹立５０周年記念事業 担当部局庁 中東アフリカ局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

平成２３年度・平成２３年度 担当課室 中東第二課 課長　中込　正志

会計区分 一般会計 施策名 中東地域外交に必要な経費

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
外務省設置法第４条第二・三項

関係する計画、
通知等

－

実施方法 ■直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度

- - -

計

25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 - - 2 - －

補正予算 -

繰越し等 - - - -

- - 2 - －

執行額 - - 0.3

執行率（％） - - 35

計

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 24年度当初予算 25年度要求



※平成23年度実績を記入

個別事業名： 日クウェート外交樹立５０周年記念事業

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足

外務省

２百万円

中東外交に必要な経費

Ａ．在外公館

０．３百万円

啓発宣伝費

について補足
する）（単

位：百万円）



個別事業名： 日クウェート外交樹立５０周年記念事業

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A. E.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.在外公館

日クウェート外交樹立５０周年記念事業

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 在外公館 啓発宣伝費 0.3

2

3

4

5

6

7

8

9

10



事業番号 248
　　　　　　　　　　　　　平成２４年行政事業レビューシート　　　　(外務省)

事業名 アフガニスタン復興支援会合 担当部局庁 中東アフリカ局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

 平成１５年度開始 担当課室 中東第二課 課長　中込　正志

会計区分 一般会計 施策名 中東地域外交に必要な経費

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
外務省設置法第４条第二・三項

関係する計画、
通知等

－

事業の目的
（目指す姿を
簡潔に。3行程

度以内）

アフガニスタン政府は，反政府勢力の社会復帰(再統合)を最重要課題の一つとしており，我が国が，ＤＤＲ・ＤＩＡＧ(下記参照)での
経験を活かし，この課題に関する国際会議を開催することにより，アフガン政府の努力を後押しし，アフガニスタン復興支援に貢献
すること。

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

a．アフガニスタン復興支援について，Ｇ８で分担する治安分野改革の一環として，我が国は，ＤＤＲ(元兵士の武装解除，動員解除
及び社会復帰)及びＤＩＡＧ(Disbandment of legal Armed Groups:DIAG)支援を主導してきた。2009年11月に，我が国は概ね５年間で
最大約５０億ドル程度までの規模の支援を発表。この中で，元タリバーン末端兵士を含む反政府勢力の再統合を最重要課題の一
つと位置づけた。本分野の主導国として，アフガニスタン政府の実施するＤＩＡＧの着実な実施とその取り進め方及び成果を確認す
るための会合を本邦にて開催する経費を要求する。
b．また，会合の実施に当たり，我が国として主導する再統合支援を着実に推進するため，アフガニスタン政府及びＵＮＡＭＡとの協
議を担当事務レベルで行うことが必要である。ついては，このための出張旅費を併せて要求する。

実施方法 ■直接実施　　　　　　　□業務委託等　　　　　　　□補助　　　　　　□貸付　　　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 10 10 8 40 6

補正予算 - - - －

繰越し等 - - - －

計 10 10 8 40 6
（単位:百万円） 況

計 10 10 8 40 6

執行額 9 5 5

執行率（％） 89.0 47.4 54.7

成果指標 単位 21年度 22年度

％ 50 50

23年度
目標値

（２４年度）

【成果目標】アフガニスタン政府が重視する反政府
勢力の社会復帰（再統合）の分野で同国政府の努
力を後押しし、復興支援に貢献する。
【はかり方】会議への参加人数(準備会合を含む）

成果実績 人 13 5 9 １回

達成度

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 21年度 22年度 23年度 24年度活動見込

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

活動実績

（当初見込
み）

回
0 0 0

50

―

(1) (1) （　１　）

単位当たり
コスト

0.4　（百万円／１人） 算出根拠 予算額/出張者数

アフガニスタン復興支援について、反政府勢力の社
会復帰（再統合）に関する国際会議を日本で開催す
る。またそのための準備作業を行う（平成２３年度は
実施に向けて準備を進めていたものの、出席者の調
整及び会議開催のタイミングがつかず、中止）。

費　目 24年度当初予算 25年度要求 主な増減理由

その他 40 6 24年度は「アフガニスタンに関する東京会合」が開催され予算額が大きかった。

計 40 6

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）



事業所管部局による点検

評 価 項　　　目 評価に関する説明

目
的
・
予
算
の

状
況

○ 広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。
24年7月に「アフガンに関する東京会合」が開催されると
ころ23年度においては，その準備，各国における準備会
合への出席のため本邦において会合が開催されなかっ
た。

○
国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業
となっていないか。

○ 不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途

○ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。

各国における準備会合等出席するための航空賃につい
ては数社による見積もり合わせにより割安のものを利用
している。

○ 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

活
動
実
績

、
成
果
実
績

○ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。

平成24年7月に開催される本邦での会合に向け各国と
の調整等を行うことができた。

○ 適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

○ 活動実績は見込みに見合ったものであるか。

－
類似の事業があるか。その場合、他部局・他府省等と適切な役割分担と
なっているか。

　※類似事業名とその所管部局・府省名

○ 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

点
検
結
果

本件については，見積もり合わせを行うなどして単位当たりのコスト削減に努めつつ，東京会合に向けた有益な調整が行われた。今後も単
位当たりのコストの削減に努め事業を実施していく。

予算監視・効率化チームの所見

現
状
通
り

－

上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

現
状
通
り

－

補記　（過去に事業仕分け・提言型政策仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）

関連する過去のレビューシートの事業番号

平成２２年行政事業レビュー 平成２３年行政事業レビュー

関連する過去のレビューシートの事業番号

499 486



※平成23年度実績を記入

個別事業名： アフガニスタン復興支援会合

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか

外務本省
5百万

中東外交に必要な経費

出張者9名
4.3百万

行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）



個別事業名：

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A. E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.

アフガニスタン復興支援会合

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 出張者Ａ 出張 1

2 出張者Ｂ 出張 0.8

3 出張者Ｃ 出張 0.7

4 出張者Ｄ 出張 0.6

5 出張者Ｅ 出張 0.5

6 出張者F 出張 0.4

7 出張者G 出張 0.4

8 出張者H 出張 0.3

9 出張者I 出張 0.2

10



事業番号 249
　　　　　　　　　　　　　平成２４年行政事業レビューシート　　　　(外務省)

事業名 イラク復興支援会合 担当部局庁 中東アフリカ局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

平成１７年度開始 担当課室 中東第二課 課長　中込　正志

会計区分 一般会計 施策名 中東地域外交に必要な経費

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
外務省設置法第４条第二・三項

関係する計画、
通知等

－

事業の目的
（目指す姿を
簡潔に。3行程

度以内）

イラクに関する国際会議を日本で開催することにより、イラク復興を支援しイラクの安定に貢献するとともに、我が国がイラクとの経済・ビジネス
関係を強化する基盤を形成すること。

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

イラクの復興は道半ばであり、我が国は引き続き政治、経済、経済協力の面からイラク復興支援に積極的に取り組んでいく方針。平成23年11
月、マーリキー・イラク首相が訪日した際、このようなイラクとの関係を「新たな段階」に引き上げ，これまでの援助からビジネスへと日イラクの
経済関係の転換と経済関係の抜本的な強化で一致した。これを受け、援助中心の復興支援から民間投資を通じた復興支援へと転換し，日本
企業の進出を通じたイラクの復興・開発支援を推進していくために、イラクより要人を招聘し、イラク復興・開発支援に関する、主に日本企業関
係者向けのセミナーに出席してもらい、イラクの復興ニーズについて，日本企業との意見交換の機会を持つ。

実施方法 ■直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 9 9 6 0 7

補正予算 - - - -

繰越し等 - - - -

計 9 9 6 0 7
（単位:百万円） 況

計 9 9 6 0 7

執行額 2 0.2 6

執行率（％） 25.6 1.7 102.9

成果指標 単位 21年度 22年度

％ 70 0

23年度
目標値

（２４年度）

本件会合の開催により、出席者約80名の日本企
業関係者が、イラク南部の投資環境について知
識を深めることができた。

成果実績 人 11 0 80 －

達成度

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 21年度 22年度 23年度 24年度活動見込

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

活動実績

（当初見込
み）

回
1 0 1

100

―

(   1   ) (   1   ) （　－　）

単位当たり
コスト

７　（百円／1会合） 算出根拠 予算額／会合数

会合を1回開催。

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 24年度当初予算 25年度要求 主な増減理由

その他 0 7 24年度は「アフガニスタンに関する東京会合」が開催のため同経費を要求しなかっ
たが，25年度は「日イラク関係強化関連費」に　事業名を変更した上で実施。

計 0 7



事業所管部局による点検

評 価 項　　　目 評価に関する説明

目
的
・
予
算
の

状
況

○ 広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。
イラクの石油資源、インフラ整備などの復興ニーズに日
本企業は高い関心を有している。他方、イラクの治安が
不安定であることから、地方自治体、民間企業は容易に
渡航することができないため，国が実施することが必要。

○
国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業
となっていないか。

ー 不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途

○ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。

接遇業者については一般競争入札にて選定し，航空賃
については在外と本邦との購入価格を比較し割安の在
外で購入した。

○ 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

ー 活動実績は見込みに見合ったものであるか。

○
類似の事業があるか。その場合、他部局・他府省等と適切な役割分担と
なっているか。

ー 　※類似事業名とその所管部局・府省名 経産省

ー 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

点
検
結
果

平成２３年度に開催した会合開催後，会合参加者であるバスラ県知事と日本の関係機関(横浜市、JICA)との具体的な協力に向けて検討を
開始していることから、本件は当初の目的を達成している。

活
動
実
績

、
成
果
実
績

○ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。 イラク要人を招いた会合は、イラクの情報が得にくい状
況下にある日本企業等にとって貴重。
平成23年度は，イラク南部の県知事を招聘したが、マー
リキー首相訪日後の良いフォローアップとなるなど，今年
の目標は達成されていると考えられる。
招聘は，他省庁などでも行っているが，招聘者、招聘時
期等に重複はない。

○ 適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

予算監視・効率化チームの所見

現
状
通
り

－

上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

現
状
通
り

－

補記　（過去に事業仕分け・提言型政策仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）

関連する過去のレビューシートの事業番号

平成２２年行政事業レビュー 平成２３年行政事業レビュー

関連する過去のレビューシートの事業番号

501 487



※平成23年度実績を記入

個別事業名：

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか

外務省

6百万円

中東外交に必要な経費

【一般競争入札】

Ａ．（株）ステージ

３百万円

会合開催経費

【少額随意契約】

Ｂ．（株）霞ヶ関東海倶楽部

０．５百万円

会合開催経費

【在外公館】

Ｃ．航空賃

２百万円

【在外公館】

Ｄ．会議費

０．６百万円

行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）



個別事業名：

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A. E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

外部委託 （株）ステージ
会合開催運営

3

計 3 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

その他 旅費 2

計 2 計 0計 2 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.

B.

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）ステージ 会議開催運営 3

2

3

4

5

6

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 在外公館 旅費 2

2

3

4

5

6

7

C.

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）霞ヶ関東海倶楽部 会場費 0.6

2

3

4

5

6

7

8

9

10



D.

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 在外公館 会議費 0.5

2

3

4

5

6

7

8

9

10



事業番号 250
　　　　　　　　　　　　　平成２４年行政事業レビューシート　　　　(外務省)

事業名
拡大中東北アフリカ（ＢＭＥＮＡ）構想－

「未来のためのフォーラム」
担当部局庁 中東アフリカ局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度

平成１６年度開始
・未定

担当課室 中東第一課 課長　長岡　寛介

会計区分 一般会計 施策名 中東地域外交

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

外務省設置法第４条第３項
外務省組織令第５９条第５項

関係する計画、
通知等

２００４年のＧ８首脳会議で打ち上げられた構想

事業の目的
（目指す姿を
簡潔に。3行程

度以内）

Ｇ８との共同事業として、拡大中東・北アフリカ諸国の政治的、経済的、社会的分野における自発的な改革努力を促すもの。

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

１．閣僚級会合出席旅費
２．準閣僚級及び事務レベル会合出席旅費
３．ＮＧＯ参加旅費

実施方法 ■直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 3 4 5 － －

補正予算 － － － －

繰越し等 － － － －

（単位:百万円） 況
計 3 4 5 － －

執行額 2 2 3

執行率（％） 67 50 60

成果指標 単位 21年度 22年度

％ 100% 100%

23年度
目標値

（２４年度）

Ｇ８、中東・北アフリカ諸国の閣僚級、国際機関、
市民社会の代表が一同に会して協議し、中東北
アフリカの経済、社会分野における自発的な改
革努力を促進。我が国も毎年参加。
閣僚級会合への参加国、機関、団体数

成果実績
国・機関

・団体
42 40 42 42

達成度

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 21年度 22年度 23年度 24年度活動見込

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

活動実績

（当初見込
み）

回
2 2 3

105%

―

(   3   ) (   3   ) (   3   )

単位当たり
コスト

９６６　（千円／１会合） 算出根拠 ２３年度実績額／参加会合数

閣僚級会合、高級実務者会合をはじめとするＢ
ＭＥＮＡ関連会合への出席回数

費　目 24年度当初予算 25年度要求 主な増減理由

計

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

計



事業所管部局による点検

評 価 項　　　目 評価に関する説明

目
的
・
予
算
の

状
況

○ 広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。 「BMENA構想」の合意に併せて創設された「未来のため
のフォーラム」は，Ｇ８，パートナー国及びBMENA諸国の
政府と市民社会との重要な対話の枠組みであり，我が
国としてもＧ８参加国としてプレゼンスが必要。執行につ
いては，ディスカウントチケットを利用する等したため執
行額を抑えることが出来た。

○
国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業
となっていないか。

○ 不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途

○ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。

毎年開催される「未来のためのフォーラム」の閣僚級会
合及び高級実務者会合に出席しており，ディスカウントチ
ケットを利用する等のコスト削減に努めている。

○ 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

－ 資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

活
動
実
績

、
成
果
実
績

○ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。

毎年，閣僚級会合が開催される他，右会合に先立ち高
級実務者会合や複数の市民社会団体によるワーク
ショップが開催され，議論に備えた準備作業が行われて
いる。

○ 適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

○ 活動実績は見込みに見合ったものであるか。

－
類似の事業があるか。その場合、他部局・他府省等と適切な役割分担と
なっているか。

　※類似事業名とその所管部局・府省名

－ 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

点
検
結
果

Ｇ８議長国による取り纏めの結果，中東の市民社会の活性化と改革努力促進のため，本件についてはＧ８として，引き続き継続する方向。我
が国としても本事業に引き続きコスト削減に努めつつ協力していく。

予算監視・効率化チームの所見

－

上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

ー

補記　（過去に事業仕分け・提言型政策仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）

関連する過去のレビューシートの事業番号

平成２２年行政事業レビュー 平成２３年行政事業レビュー

関連する過去のレビューシートの事業番号

511 494



※平成23年度実績を記入

個別事業名：

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか

外務省

５百万円

中東・北アフリカ諸国の政治的，経済

的，社会的分野における自発的な改

革努力を促す。

【有識者】

Ｂ．出張者

０．７百万円

用務地：１箇所

件数：１件

【外務省職員】

Ａ．出張者

２百万円

用務地：３箇所

件数：２件

行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）



個別事業名：

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A.出張者 E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

その他 航空賃，日当，宿泊料等 1

計 1 計 0

B.出張者 F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.出張者

B.出張者

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 個人Ａ 出張旅費（航空賃，日当，宿泊料等） 1

2 個人Ｂ 出張旅費（航空賃，日当，宿泊料等） 0.4

3 個人Ｃ 出張旅費（航空賃，日当，宿泊料等） 0.3

4

5

6

7

8

9

10

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 個人Ａ 出張旅費（航空賃，日当，宿泊料等） 0.7

2

3

4

5

6

7

8

9

10




